東村山第六中学校演劇部　都大会上演台本　

作　浅田　　七絵
登場人物
Ａ文芸部・・・・・夏目万智（なつめまち）　
Ｂ文芸部・・・・・芥川みすゞ（あくたがわ）
Ｃイラスト部・・・赤井ももか（あかい）　　

Ｄイラスト部・・・緑川まさこ（みどりかわ）
Ｅイラスト部・・・青木あずさ（あおき）　　
Ｆ合唱部・・・・・中村鈴音（すず）　　　　
Ｇ合唱部・・・・・相田響（ひびき）　　　　
Ｈ合唱部・・・・・吉岡琴美（こと）　　　　
Ｉパソコン部・・・窓　達男（まどたつお）　
Ｊパソコン部・・・院田種人（いんだたねと）
Ｋパソコン部・・・牧としお（まきとしお）　
Ｌ茶道部・・・・・千利休子（せんりやすこ）
山口先生・・・・・文化部顧問　　　　　　　
面接官・・・・・・高校の先生　　　　　　　
〔オープニング〕面接１
幕開き。上手サスに面接官。中央サスに文芸部Ａが立っている。

文芸部Ａ　受験番号３２３１。村山中学校、夏目万智です。よろしくお願いします。
面接官　では、本校への志望動機を話してください。

文芸部Ａ　はい、私は貴校の「文武両道」という校訓に惹かれて興味を持ち、何度も見学させていただきました。文化祭では運動部はもちろんですが、文化部も活発に活動している先輩方の姿にあこがれました。

面接官　部活動に関心があるということですね。夏目さんは、中学時代に部活動は何をしていましたか。

文芸部Ａ　文化部です。

面接官　文化部の、何に入っていたんですか。

文芸部Ａ　ですから、「文化部」だったんです。
〔第一場〕合併！
　舞台明るくなる。

生徒達　えー！

合唱部Ｇ　どういうことですか！

合唱部Ｆ　ちゃんと説明してください。

山口先生　説明って、今したじゃないか。

文芸部Ａ　「合併」って、どういうことですか？

山口先生　あー、だから、合唱部。

合唱部全　はい。

山口先生　おまえ達の顧問の福岡先生が、この６月から産休に入られたのは知ってるだろ？

合唱部全　はい。

山口先生　で、おまえ達を持てる顧問がいないというわけだ。

合唱部Ｇ　新しく来た音楽の先生は受け持ってくれないんですか？

山口先生　お願いはしたんだけどな、ご家庭の事情があってどうしても難しいそうなんだ。

合唱部Ｈ　ええ～そんなのあり？

山口先生　しかたないんだよ。えー、それでパソコン部。

パソ部全　はい。

山口先生　イラスト部。

イラスト全　はーい。

山口先生　おまえ達の顧問だった石川先生は、当分の間学校をお休みされる。

生徒全　はあ！

山口先生　ちょっと体調を崩されてなあ。長くかかるかもしれないんだ。

パソコンＫ　それで先生、最近休みが多かったんですね。

イラストＣ　あんた達が、迷惑かけてばっかりだから！
パソコンたち（否定する）
山口先生　まあ、座れ。そもそも、うちの学校は部活が多すぎるんだ。他の先生方もすでに運動部を持っていて、顧問が足りなくなってしまっているんだ。文化部の顧問が足りなくなった今、合併しか方法がない。
合唱部Ｇ　なんか文化部迫害されてませんか？
イラストＤ　わかる！うちら適当なかんじ。
合唱部Ｇ　運動部だって人数少ないところあるじゃないですか！
イラストＤ　そうそう、なぎなた部とかさ！
山口先生　まあ、なぎなたは大会でも強いからなあ。少数精鋭でも実績があるんだ。
イラストＤ　なにそれ！大会のない私たちじゃ勝ち目ないじゃん。

　文句を言い合う文化部たち。

茶道部Ｌ　あの。
さらに文句を言い合う文化部たち。

茶道部Ｌ　あの！
山口先生　ん？

茶道部Ｌ　茶道部です。

山口先生　ああ、君が茶道部ね。

茶道部Ｌ　私はなんでここに呼ばれたんでしょうか？

山口先生　あー、その、茶道部は何人だ？

茶道部Ｌ　私一人です。

山口先生　だからだ。
茶道部Ｌ　え？
山口先生　今回のことで、部活動全体が見直されることになったんだ。新たなルール「人数が５人以下の文化部は、全て統合する！」
生徒達騒ぎ出す。

山口先生　さっきも言ったとおり、うちの学校は部が多すぎる。人数少ない部は廃部にしようという話も毎年ある！それはどこの学校にでもある話なんだ。
イラストＣ　そんなあ。
合唱部Ｈ　部活なくなっちゃうんですか！
山口先生　まあ、入部しているお前たちもいることだし、今すぐには廃部にしないから安心しろ。だけど合併だ。先生の数が足りないんだから我慢しろ。全部の顧問は、俺だ。

生徒達　・・・。

文芸部Ａ　あの、先生。
山口先生　夏目、なんだ？
文芸部Ａ　私、嫌です。
山口先生　夏目ちゃ～ん、文芸部も合併にはなるがな、いままでどおりに俺が顧問だから。お前は何にも心配しなくていいぞ。コンクールに向けて執筆を頑張ってくれ。

文芸部Ａ　そんなこと言われても
文芸部Ｂ　活動日はどうなるんですか？

山口先生　土日以外、毎日でいいぞ。

文芸部Ｂ　活動場所は？

山口先生　ここだ。ここでみんなで一緒に活動する。
生徒たち　えー！

山口先生　後はよろしく。
山口先生退場。残される生徒たち。
文芸部Ａ　そんな、先生困ります。
文芸部Ｂ　夏目先輩、原稿用紙取りに行きましょう。
音楽。文芸部退場。
イラストＥ　今日、部活どうするんですか。

イラストＣ　とりあえず、普通に部活やっていいんでしょ？
イラストＤ　何とかなるでしょ。美術室からスケッチブック取ってこようよ。
イラスト部退場。茶道部もいなくなる。文芸部、机を持ってきて準備を始める。パソコン部は、部屋にいる女子にいちいちおどおどしながら退場。
合唱部Ｇ　じゃあ歌おうか。

合唱部Ｆ　並んで。発声練習するよ。せーの。
合唱部たち　あー。

合唱部Ｇ　いいね。

合唱部Ｈ　はい。

合唱部Ｆ　次、ハモるよ。せーの。

合唱部たち　あー、あー、あー。

合唱部Ｆ　よし！

合唱部Ｇ　早く歌おうよ。今日、何から歌う？

合唱部Ｆ　「ＣＯＳＭＯＳ」！

合唱部Ｈ　「はじまり」がいいです。

合唱部Ｇ　私「ヒカリ」がいい！

合唱部たち　えー。

合唱部Ｆ　じゃんけんしよう。じゃんけん・・・（Ｆが勝つ）

合唱部Ｆ　やったー。

合唱部Ｇ　じゃあ、楽譜取りに行かなきゃ。鞄どこ？

合唱部Ｆ　教室！

合唱部Ｇ　行こう！
途中、イラスト部戻ってくる。合唱部の様子をうるさく感じる文芸部Ａ。文句を言おうとしたところで合唱部たち退場。ほっとして席につこうとするやいなや、パソコン部がパソコンを持ってきて騒ぎ出す。

パソコンＫ　先生たち貸してくれてよかったですね！

パソコンＪ　パソコンちゃんがあれば、怖くない！

パソコンＩ　俺たちの武器を手に入れたのだ。はっはっは。
パソコンＫ　これまでのデータをこのノートに入れないといけないですね。
パソコンＩ　そうだな。ニューパソコンちゃんにお引っ越しですなさっそく起動しよう！

パソコンＫ　はい！
パソコンＪ　ぽちっとな。

パソコンたち　おお！

パソコン部の様子もうるさく感じる文芸部。執筆どころではない。次いで合唱部が楽譜を手に戻ってくる。
合唱部Ｇ（パソコン部に）ちょっと、そこ、私たちが使ってたんだけど。
合唱部Ｈ　どいてくれませんか。

合唱部Ｇ　いいよね？

パソコンたち　はい～！（あわてて逃げる）

合唱部Ｆ　じゃあ、「ＣＯＳＭＯＳ」いくよ。せーの。

イラストＣ　ちょっと、みんなで使う場所でしょ。

合唱部Ｇ　先に私たちが使ってたのよ。

イラストＣ　今はパソコン部が使ってたんだよ？
合唱部Ｇ　私たちは、この窓のそばで外に向かって歌いたいの。あんたたちみたいな部活は、端っこでいいでしょ。どうせ存在感ないんだから。

イラストＣ　ちょっともう一度言ってみなさいよ！

イラストＥ　先輩けんかはやめてくださいよ。

合唱部Ｇ　あんたはどいてなさいよ。（どつく）

イラストＣ　ちょっと！青木に謝まりなさいよ。

合唱部とイラスト部のケンカになる。茶道部戻ってくる。周囲も騒がしくなる。苛立ちを募らせる文芸部Ａ。
文芸部Ａ　もう、やってられない！（退場）
文芸部Ｂ　先輩！（追いかける）
合唱＆イラスト　ふん！（退場）

パソコン部もそれぞれ退場。音楽。後に残される茶道部。手にした茶器を見つめ、自分は頑張ろうという決意の顔を見せ、去る。

〔第二場〕文芸部と山口先生

舞台は夕方の教室になっている。山口先生出る。文芸部の二人が戻ってくる。文芸部Ｂに説得されて戻ってきた様子。
山口先生　夏目、どこ行ってたんだ？他のメンバーはどうした？

文芸部Ａ　帰ったんじゃないですか。

文芸部Ｂ　山口先生、今日はめちゃめちゃだったんです。全くまとまらないっていうか。
山口先生　なにい？夏目、そうなのか？

文芸部Ａ　先生こんなの嫌です。こんな騒がしい中で部活なんてできません。
文芸部Ｂ　先生、文化部だからごちゃまぜでも大丈夫だとか思ってたんじゃないんですか？

山口先生　そんな、そんなことないぞ～。そんなはずないじゃないか。ほ、ほら夏目ちゃん。次の構想は進んだかな？
文芸部Ａ　今日はあんまり考えられなかったですけど、まあ。
山口先生　もちろん、今年も「小説部門」だよな？
文芸部Ａ　はい。
山口先生　頼むぞ～。去年は全国の最終審査までいったもんな。今年こそ入賞だ。
文芸部Ａ　まあ、頑張ります。（原稿を渡す）
山口先生　・・・。（読む）
文芸部Ｂ　先生、今年は私、「詩」の部門でいこうと思うんです。
山口先生　んー。（あんまり聞いていない）
文芸部Ｂ　応募は一人二編までなんですよね？
山口先生　んー。
文芸部Ｂ　・・・先生、聞いてますか？
山口先生　うんうん。（いいかげん）なあ、夏目、今回、この設定やめたほうがいいと思うな。
文芸部Ａ　駄目ですか？
山口先生　駄目っていうわけじゃないんだが、去年の最優秀作品とテーマかぶるんだよなあ。
文芸部Ａ　でも、私は私の作品だから。
山口先生　それにな、今年の審査員が太宰イサム先生に代わるらしい。
文芸部Ａ　今ベストセラーになってますね。
山口先生　太宰先生は社会派だ。だから、もっと社会的なテーマのほうが、審査員にウケると思うんだ。
文芸部Ａ　でも、私はこの構想で書きたいんです。
山口先生　今年こそ最優秀賞を狙ってみよう。な？今年は賞を取らないと困るだろ？ 
文芸部Ａ　・・・ちょっと考えさせてください。
山口先生　応援してるからな～！（退場）
文芸部Ｂ　夏目先輩はいいなあ。期待の星ですもんね。

文芸部Ａ　みずゞちゃん。

文芸部Ｂ　先輩は、どんな物語を書きたかったんですか？

文芸部Ａ　ある学校にね、人数少なくても地道に頑張っている部活があるの。だけど、学校からは見向きもされない運動部。

文芸部Ｂ　なんか、私たちみたいですね。

文芸部Ａ　ある時、小さな大会で賞を取って、そしたらみんなの見る目が変わっていくんだ。馬鹿にしていた人たちも、すごいねって言うようになって。

文芸部Ｂ　先輩それって。

文芸部Ａ　うん。去年の私たちみたいでしょ？それで、部活も部員が増えて、ハッピーエンド。まあ、ありがちな話って言われればそうなのかもしれないけど。
文芸部Ｂ　山口先生、反対してましたもんね。

文芸部Ａ　審査員受けとか、そういうの考えなくちゃいけないのかな。ただ感じていることを小説にしたいだけなのに。
文芸部Ｂ　私、去年の先輩の小説、本当に感動しました。いじめの話。みんながいじめをする中、合わせるのに疲れちゃった女の子の話。ああ、よくあるなって。だけど、あの女の子がふっきれるじゃないですか。もう合わせるのはやめようって。一人でも大丈夫って。なんか、勇気をもらえたって言うか。

文芸部Ａ　あれも、去年の私。

文芸部Ｂ　先輩。

文芸部Ａ　あ～あ。みすゞちゃんと二人きりのこの空間、好きだったんだけどなあ。
文芸部Ｂ　これから部活どうなるのかな。

文芸部Ａ　今日みたいな環境じゃ書けないのは、確かだね。
　音楽。文芸部Ｂ、退場。
〔第三場〕面接２

　文芸部Ａ、下手サス、面接官は上手サスの中。

面接官　なるほど、それで「文化部」なんですね。珍しいですね。

文芸部Ａ　はい。
面接官　そういう環境で、あなたはどんな風に頑張ったのですか？

文芸部Ａ　いろいろありました。

〔第四場〕ミーティング
　明るくなると、文化部代表６人が集まっている。

文芸部Ａ　えーっと、各部の代表、全員いる？

イラストＤ　文芸、茶道、合唱、イラスト、パソコン。いるね。

文芸部Ａ　突然ですが、この状況やっぱり無理があると思います。で、先生に相談したらちゃんとミーティングしろって言われました。えっと、全員名前知ってる？
イラストＤ　知らない人いる！（パソコン部に）
文芸部Ａ　じゃあ、はい。私は三年六組夏目万智。文芸部です。

イラストＤ　あ、去年なんか作文で賞取った人だ。

文芸部Ａ　作文じゃなくて小説だけど。まあ、はい。じゃあ、次。

合唱部Ｇ　三年一組、相田響。合唱部です。

イラストＤ　三―五の、緑川です。イラストね。
合唱部Ｇ　オタク部ね。
イラストＤ　オタクって言っちゃだめ。
文芸部Ａ　はいはい。じゃ、次。
パソコンＩ　三年二組、窓 達男。パソコン・・・です。
合唱部Ｇ　オタクその２ね。

イラストＤ　オタクって言わないでくれます？
文芸部Ａ　いいから！次！
茶道部Ｌ　僕は茶道部の千利休子です。二年四組です。

文芸部Ａ　二年生？

茶道部Ｌ　はい。部員、私一人なんで。

合唱部Ｇ　ずっと一人？
茶道部Ｌ　去年の三年生はけっこういたんですけど、卒業しちゃって。よろしくお願いします。
合唱＆イラ　よろしくー。
合唱部Ｆ　で、何を話し合うの？

文芸部Ａ　山口先生からは、全体の代表とか、活動の方法とか、話せって言われてる。

合唱部Ｆ　代表って部長ってこと？

イラストＤ　あたし、そういうの無理！
合唱部Ｇ　夏目さんでいいんじゃない？

文芸部Ａ　いや、私、そういうのやりたくないんで。そもそも、こんな合併なんて反対だし。

イラストＤ　先生とも仲いいじゃん。いまも司会してたし。
文芸部Ａ　先生にやれって言われただけだから。

合唱部Ｇ　先生と話せるだけいいよ。私、山口先生、苦手～。

イラストＤ　どうせ、引退まででしょ？ちょっとだけじゃん。夏目さんで良いと思う人拍手～（拍手）

文芸部Ａ　そういうノリ、大嫌いなんだけど！
他４人　　・・・。

文芸部Ａ　なんか・・・ごめん。実は、文芸部は解散しようかって、ちょっと思ってる。
他５人　えー！
文芸部Ａ　私、大勢でいるの苦手だし。今までも二人の静かな雰囲気が良くて部活やってたから。

イラストＤ　ちょっと、ちょっと待って。だって私たちどうせもうすぐ引退だよ？
文芸部Ａ　ただ好きな小説書かっただけだから。だけどこんな環境じゃ書けない。でもコンクールには出たい。だったら家で書いたほうがいいかなって。

イラストＤ　まあ。私たちも、絵なら家でも描けるけどさ。
文芸部Ａ　とにかく、後は残る人たちで相談すればいいんじゃないかな。
茶道部Ｌ　ちょ、ちょっと待ってください。そんな、簡単に決めちゃっていいんですか？だって、いま辞めちゃったら…
文芸部Ａ　一応悩んだんだけど？
茶道部Ｌ　じゃ、あの、こういうのはどうですか？
舞台薄暗くなる。上手サスに合唱部ＧＨが集まっている。
合唱部Ｈ　先輩、これからどうなっちゃうんでしょう。
合唱部Ｆ　うちらうるさいって言われちゃってんだから、しょうがないでしょ。
合唱部Ｈ　でも歌いたいです、私。
合唱部Ｆ　でもさ、本当にもしこのまま歌えなくなくなったら、どうする？部活、やめる？
合唱部Ｈ　先輩、やめちゃうんですか？
合唱部Ｆ　ちゃんと活動できる部活に移るとか、考えてもいいんじゃないかなって。
合唱部Ｈ　先輩、私、この部活が好きなんです。
合唱部Ｆ　それは、私もそうだよ。だけどさ、活動できないんじゃ・・・
合唱部Ｈ　ここで、部活がなくなっちやうと、学校つまんなくなります。この部活だけなんです。こうやって楽しくいられるの。
合唱部Ｆ　琴美。
合唱部Ｈ　だから、合唱部がなくなるなんて嫌です。先輩やめないでください！
合唱部Ｆ　・・・ありがとう。今ごろ、響も何とか続けられるように話してくれているよ。きっと。
舞台明るくなる。合唱ＧＨは退場。
合唱部Ｇ　なるほどね！はじめからこうすれば良かったのよ。
茶道部Ｌ　じゃあ、月曜と木曜に文芸部と茶道部、火曜と金曜がイラスト部で、水曜がパソコン部。合唱部は多目的室の隣を使えるようにお願いするってことで、いいですか。
イラストＤ　すごーい！千利さん頭いいー！

茶道部Ｌ　これなら、辞めなくてもいいですよね？どうですか？夏目先輩。 
文芸部Ａ　まあ・・・うん。
合唱部Ｇ　なんか、結局は前と同じような感じでいけそうだね。
文芸部以外　うん。

茶道部Ｌ　じゃあ、他のみんなとか先生にも伝えてください。

イラストＤ　おっけー！
合唱部、イラスト部、パソコン部去る。

茶道部Ｌ　・・・あの、これから週二日よろしくお願いします。

文芸部Ａ　月曜と木曜だっけ。

茶道部Ｌ　はい。茶道部は一人だし、なるべく静かにしますから。

文芸部Ａ　ちょっとくらいは大丈夫だよ。

茶道部Ｌ　・・・あの、本当に辞めようと思ったんですか？

文芸部Ａ　うん。なんか無理矢理、学校の部活で書かなくてもいいかなって思っちゃったから。
茶道部Ｌ　でも、芥川さんとは離れちゃいますよね。

文芸部Ａ　みすゞちゃんには悪いと思って、悩んでた。
茶道部Ｌ　芥川さん、同じクラスなんです。周りの友達はみんな運動部で、芥川さんもよく「なんで文芸部なの？」って言われてるんですけど、
文芸部Ａ　ああ、言われるね。地味とか。

茶道部Ｌ　芥川さん、「うちの部の先輩はすごいんだから」って、いつも言ってます。夏目先輩が、そのすごい先輩だったんですね。

文芸部Ａ　ぜんぜんすごくなんかないよ。先輩らしいことも、できてないし。

茶道部Ｌ　でも、芥川さんは、先輩のこと尊敬してますよ。

文芸部Ａ　・・・あのさ。千利さんはなんで茶道やってるの？

茶道部Ｌ　うちの母がこの学校の卒業生なんです。で、茶道部をやってたみたいで。今も趣味でお稽古に行ってるんですけど。
文芸部Ａ　そうなんだ。・・・ねえ、千利さんも一緒に習いにいけばいいじゃん。部活じゃなくてさ。

茶道部Ｌ　え？

文芸部Ａ　だって、この学校じゃ教えてくれる人もいなくなっちゃったでしょ？ちゃんとした先生に習った方がいいと思わない？なんでたった一人で茶道部やってるの？

茶道部Ｌ　なんでって、前は先輩たちもいて、楽しくて。
文芸部Ａ　でも、いま一人じゃん。

茶道部Ｌ　だからですよ。私が辞めちゃったら、この学校から茶道部が消えちゃうんです。
文芸部Ａ　別にそれくらい･･･。

茶道部Ｌ　「それくらい」じゃないです。私は、茶道部にいっぱい人がいた時の話を知っています。だけど、私が辞めちゃったら、先輩たちが残した茶道部は消えちゃうんです。

文芸部Ａ　でも、今、一人じゃない。時間の問題なんじゃない？
茶道部Ｌ　でも来年こそ後輩入ってくるかもしれないし。

文芸部Ａ　それはないよ。

茶道部Ｌ　え？　
文芸部Ａ　気づいてない？こないだ集まった十六人、一年生いなかったでしょ。
茶道部Ｌ　そうなんですか？

文芸部Ａ　山口先生は今年、私に言ってた。一年生、募集停止だって。だから、今年は全国の賞を取れって。そうでもしないと部活なくなっちゃうぞって。そういう話、聞いてないの？

茶道部Ｌ　前の顧問は言ってませんでした。

文芸部Ａ　きっとそうなんだよ。きっともうすぐ消えちゃうんだよ。どの部活も。・・・ごめんね、こんなこと言って。
茶道部Ｌ　それでも、簡単に辞めちゃいけないって思うから。私があきらめたら、それで終わりですから。
茶道部Ｌ去る。文芸部Ａ、茶道部Ｌをじっと見送り、去る。
〔第五場〕ニュース

音楽フェードアウトで、蝉のＳＥ。着ているものが夏服になっている。部室にはパソコン部が活動している、とみせかけて遊んでいる。マニアックなことをして互いにじゃれあっている。イラスト部たちが入ってくる。女子が入ってくると急に小さくなり大人しくなるパソコン部。

イラストＤ　おじゃましまーす。

パソコンＪ　あれ、今日は水曜ですよ。
イラストＤ　打ち合わせしたいんだ。ちょっとここ使わせて。

イラストＣ　どうせ遊んでるんだからいいでしょ？
イラストＥ　またマニアックな話してそう～。
パソコンＪ　イラスト部だってそうだろ！
イラストＣ　一緒にしないでください。思っても言っちゃだめだよ、青木。
パソコンＪ　牧も先輩も何か言ってくださいよ！（二人は女子におびえている）
イラストＥ　で、なんの打ち合わせするんですか？

イラストＤ　言ったじゃない。

イラストＣ　夏休みに入る前に、文化祭のこと話すって昨日言ったでしょ。

パソコンＪ　あれ、イラストも、なんかやるんですか。
イラストＣ　毎年やってるじゃない。

パソコンＪ　そうだっけ？

パソコンＫ　僕、去年見たよ。イラストの展示。

パソコンＪ　あったっけ？

イラストＤ　パソコン部こそ何すんのよ。　

パソコンＩ　はい？

イラストＤ　文化祭。なにやるの？

パソコンＩ　自分たちは、ゲーム作りますけど。いつも。

イラストＥ　パソコンのくせに、展示参加するんだ。

イラストＣ　思っても言っちゃだめ。

パソコンＪ　あのねえ！展示でもやっとかないと、皆にアピールできないんです！
イラストＥ　人来るんですか？

パソコンＫ　僕、小学校の時、展示のゲームやってパソコン部入ろうって決めたんですよ。
パソコンＪ　ほら！やることに意義があるんです。

イラストＥ　どうせオタクっぽいゲームを作るんでしょ？

パソコンＪ　オタクがオタクって言うな（ぼそっ）
イラストＣＤ　ちょっと！

　話を始めようとしたところに、合唱部たちが入ってくる。

合唱部Ｇ　ちょっと、聞いて！

イラストＣ　どうしたの？

合唱部Ｇ　知ってた？今年、文化祭ないんだって！

イラストＣ　え、何それ？文化祭中止ってこと？

合唱部Ｆ　文化祭はあるんだけど、ちがうやり方になるんだって！

合唱部Ｇ　なんかね、クラスの合唱コンだけになるんだって。うちの学校クラス多いでしょ？だから舞台発表だけにして時間を短くするんだって。

イラストＤ　なにそれ。

イラストＣ　それじゃあ私たち、最後の発表できないで引退するってこと？

合唱部Ｆ　私たちね、文化祭で歌う歌のことで山口先生に相談に行ったの。そこで初めて聞いたんだけど、山口先生もどうにもできないんだって。
合唱部Ｇ　「行事の整理」とか、わけわかんないこと言ってた。

イラストＣ　それにしても、急すぎない？

合唱部Ｇ　「悪い、言うの忘れてた」だって。文芸部に直接関係ないから忘れてたんだよ、きっと。

イラストＣ　合唱部はでられんの？

合唱部Ｈ　私たちのことも忘れてたんですよ。先生。

合唱部Ｆ　今、なんとか出られるようにお願いしてきたところ。やっぱり、みんなは知らなかったんだね。

イラストＥ　なんか、ひどくないですか？あ、思っても言っちゃ・・・。
イラストＣ　いい、青木。今は言っていい。

イラストＥ　私、合併になるって聞いて、部活なくなっちゃうって思って、本当にショックだった！

イラストＣ　うん。

イラストＥ　でも、なんとかやっていけるってわかってホッとしたのに、今度は先輩との最後の展示ができないなんて、ひどい！

パソコンＪ　ていうか、僕たちの扱い雑すぎなんですよ。五人以下は合併とか、時間がないから展示なしとか。

イラストＤ　なんか、悔しいね。

全員　　　　・・・うん。
　野球のボールを打つＳＥ

イラストＤ　（窓の外を見て）あの人たちはいいよね、思いっきり部活できて。なんで、私たちはできないんだろう。
イラストＣ　私さ、ずっと絵描くの好きでさ。なのによくイラスト部っていうだけで馬鹿にされてきたんだよね。

合唱部Ｆ　わかる。

イラストＣ　運動部はさ、たくさん試合とかあって表彰とかもされて、それでこうやって校庭見れば活動してんのも見てもらえてさ。「頑張ってるね」とか、言われてて。…で、よく言われるんだ。「イラスト部って何やってんの」って。

イラストＥ　遊んでるんでしょってよく言われますよね。

合唱部Ｈ　私も暇そうでいいよねって言われた。
パソコンＫ　オタクとかキモイとか言われるし。

イラストＣ　そういうの確かにあるけどさ、でも展示の時は違うでしょ？展示やった時だけは友達から「絵うまいね、すごいね」って言われてさ、そういうのけっこう嬉しかったんだ。
合唱部Ｇ　わかる。すごいわかる。

イラストＣ　いま初めて気づいたんだけどさ、展示っていうか、なんなのかな。みんなに見てもらうって、私の中でけっこう大事だったのかなって。
イラストＥ　先輩、やりましょう展示。

イラストＤ　そりゃあやりたいけどさ。

合唱部Ｈ　山口先生も言ってたし、もう無理だよ。
イラストＣ　ううん、やろうよ。
合唱部Ｆ　どうやってやるの？
イラストＣ　何かやるの。

イラストＤ　うん、やろう。このまま引退なんてやだよ。

イラストＥ　展示はできませんよ。

イラストＣ　なんでもいいんだよ。何かやれれば。

合唱部Ｇ　なんか、ガツンといきたいよね。私たちをないがしろにするなー！って。

イラストＣ　合唱はもともと、発表できるじゃない。

合唱部Ｇ　いいのよ。迫害されてる文化部仲間でしょ。気持ちは同じよ。運動部にぎゃふんと言わせたいの！
イラストＤ　いいかもね。文化部の逆襲みたいで。

パソコンＪ　先輩、俺、俺、そういうの好きかも！
パソコンＫ　文化部の逆襲かあ。
パソコンＩ　うおー、なんかこみ上げてきた。なんだこの気持ち。もう我慢ならん！いつも人を変人扱いしやがって。裁きの雷を～くれてやる～！
合唱部Ｇ　わかった、わかったってば。ちょっとどうしたの？
合唱部Ｆ　びっくりした。こういう人だっけ？
パソコンＪ　実はこういう人なんです。
イラストＣ　じゃ、やるって方向でいい？
全員　うん。
イラストＥ　で、何ができるんですか？
合唱部Ｆ　ねえ、こういうのどう？

生徒たち円陣を組む。音楽。生徒達、退場。

〔第六場〕　夏目と山口先生
下手サスに山口先生が座っている。
文芸部Ａ　失礼します。

山口先生　夏目～、調子はどうだ？できたところまで見せてみろ。
文芸部Ａ　はい。（原稿を渡す）

山口先生　・・・なあ、この設定直せってこの前言わなかったか？
文芸部Ａ　はい。
山口先生　これは、コンクールに応募し終わってから書けっていっただろ？賞を狙っていけよ。今年が最後の勝負だろ？
文芸部Ａ　・・・先生、先生の言うように書けたら、本当に賞取れるんですか？
山口先生　それは・・・。何事も絶対はないからなあ。

文芸部Ａ　私が賞を取れたら、文芸部は来年も残るんですよね？

山口先生　その可能性にかけよう。校長先生に頼んでみる。
文芸部Ａ　文芸部だけですか？他の部活は？茶道部とか。

山口先生　それは・・・まずは、賞を取ってからだな。ははは。
文芸部Ａ　無理ですよね。やっぱり。すみませんでした。（退場）
山口先生　夏目？どうしたんだ？おーい夏目ちゃーん（追いかける）
　
〔第七場〕団結

　部室には文化部達全員が集まっている。まとまってる感じ。
文芸部Ａ　遅くなりました。

文芸部Ｂ　先輩？

文芸部Ａ　先生のところに行ってた。

イラストＤ　ＯＫ？えー、今日は初日以来、初めて全員そろったわけで、お集まりいただき・・・
合唱部Ｇ　　そういうのいいから。
イラストＤ　あ、千利さん、文化祭のこと聞いた？

茶道部Ｌ　はい。

イラストＤ　文芸部は？
文芸部Ｂ　昨日、千利さんから聞きました。

イラストＤ　えーっと、展示ができなくなって、ますますつら～い文化部ですが、このままじゃ、悔しすぎるので・・・
イラストＣ　緑が話すと長いよ。えっと、実は何人かで話したんだけど、今度の文化祭、みんなで一緒に舞台発表に出ちゃおうって話です。

イラストＤ　どんなに活動や発表の場を失っても、何度でも立ち上がる、私たちの姿を見せつけてやりましょう！名づけて、「文化部の逆襲」いえー！
パソコン部は人一倍盛り上がっている。
合唱部Ｇ　そういうのいいから！
合唱部Ｈ　ずいぶんはじけてきましたね。パソコン部。

茶道部Ｌ　あの、あんまりよくわかってないんですけど、舞台発表で何するんですか？

イラストＣ　合唱部、時間どうなった？
合唱部Ｆ　無理矢理十五分にしてもらった。

イラストＤ　その合唱部の舞台発表に、みんなで出ちゃおうって話です。いえー！
パソコンＫ　やっぱ歌かあ。歌は苦手なんだけどなあ。
パソコンＪ　他に何も浮かばないんだからしょうがないだろ、あきらめろ。

イラストＤ　ってことでみんなで合唱するのに賛成の人、手挙げて。
　文芸部Ａ以外、全員手を挙げる。文芸部Ａに注目する。
文芸部Ａ　私は反対。

文芸部Ｂ　先輩。

イラストＣ　ばっさりだね。

合唱部Ｇ　まあ、嫌ならいいんだけどさ、他のみんなは歌でいいよね？

文芸部Ａ以外 （肯定）
イラストＣ　コンクールあるからいいよね。文芸部は。表彰だってされてたし。
イラストＤ　赤井ちゃん。

イラストＣ　去年だって目立ってたもんね。
文芸部Ａ　別にそういう意味じゃないし。
イラストＣ　うちらみたいに発表できなくて、目立たなくて、何やってんだかわかんない部活じゃないもんね。

文芸部Ａ　そんなこと思ってない。
イラストＣ　じゃあなんで一緒にやろうって協力しようとしないの？最初から文芸部の、自分の都合ばっかり言ってさ。

イラストＤ　けんかはやめようよ。

イラストＣ　緑もわかるって言ったじゃない。「見てもらいたい」ってそういう気持ち、無視してさ。結局、自分だけ小説書ければいいんでしょ。

文芸部Ａ　違う。私だって考えてる。

文芸部Ｂ　夏目先輩、私、やりたいです。
文芸部Ａ　やりたいならみんなでやりなよ。私は反対。
茶道部Ｌ　夏目先輩もいなきゃだめです！
文芸部Ｂ　どうしたの？千利ちゃん。
茶道部Ｌ　みんなでやりたいんです。私、今までずっと一人で、やっぱりそれはきつかったから。だから文化部が合併するってなったとき、正直、私はちょっと嬉しくて。みんなは嫌だったかもしれないけど。
合唱部Ｇ　まあ最初は嫌だったよね。
茶道部Ｌ　ずっとバラバラだったけど、初めてなんか違う雰囲気になったと思ったんです。私はずっと、こういう部活に戻りたかったから。だから何でもいいんです。みんなで何かやりたいって思うんです。
文芸部Ｂ　あの、先輩。先輩が今年本当に書きたかった小説って、こういう今の私たちみたいな話だったんじゃなかったですか？
パソコンＪ　小説？
文芸部Ｂ　夏目先輩、弱小チームが団結して、学校を見返すっていう小説を書こうとしてたんです。
文芸部Ａ　みすゞちゃん！
文芸部Ｂ　だから、本当は、こういうの先輩嫌いじゃないと思うんです。ね、夏目先輩。先輩だって今度のコンクールに賭けてたじゃないですか。賞を取れば文芸部を残せるかもしれないって先生に言われて。無理なテーマ押しつけられても頑張ってたじゃないですか。
合唱部Ｆ　そうなの万智ちゃん？ 
文芸部Ａ　わかった。じゃあはっきり言わせてもらうけど、やっぱり合唱には反対。
茶道部Ｌ　なんで。
文芸部Ａ　みんなで仲良く歌うたったら、文化部続けられるの？来年はどの部活にも一年生入ってくるようになるの？
茶道部Ｌ　それは。

文芸部Ａ　千利さんは、茶道部を学校から消さないために頑張ってるって言ってた。私もそれ聞いて、簡単にあきらめちゃだめだって思ったよ。そう思って、先生の言うこときいて書いてきた。でも、だめなんだよ。もうきっと決まったことで、歌なんか歌っても何にも変わらない。

イラストＣ　だから、せめて私らがいた記念にみんなで舞台出てさ。引退前に最後の思い出作ってもいいじゃん。
文芸部Ａ　それで来年は、今の二年生だけになって、もっと寂しくなって、それで文化部みんな消えちゃうんだ。

全員　　　・・・。
文芸部Ａ　そんなんじゃだめなんだよ。みんな、絵とか、ゲームとか、そういうので勝負してきたんじゃないの？少なくとも私は、小説でしか勝負できない。違う？
パソコンＩ　確かに。

文芸部Ａ　二人の話聞いて、わかった。私はなにも舞台発表には反対じゃない。いいよ、やろう。
文芸部Ｂ　先輩！
パソコンＩ　合唱じゃなきゃ何やるんだ。
文芸部Ａ　・・・映画。
文芸部Ｂ　映画？
文芸部Ａ　映画を上映しよう。脚本は私が書く。みんな、映画の中で自分の勝負しよう。

パソコンＫ　映画かあ。

文芸部Ａ　みすゞちゃん、私、やっぱり書きたいもの書く。言いたいこと、書かなきゃ。
文芸部Ｂ　夏目先輩！

文芸部Ａ　文化部の気持ちを映画にするよ。よーい、

全員　スタート！

音楽。〈ギザギザハートの子守唄〉の替え歌にあわせて、ダンス。

〔第八場〕映画

ダンス終わると、パソコン部Ｋがヒゲをつけて立っている。
パソコンＫ　我が学園の精神は、なんでも頂点を目指すことじゃ。

文芸部Ａ　彼はある学園の校長先生。なんでも一番になることが好きな校長。この学園の生徒は、頂点に立つことを目指して活動しています。

パソコンＫ　さて、今日も私の生徒達は頑張っているかな？

そこにめがねをかけた先生役がやってくる。
パソコンＩ　校長！
パソコンＫ　なんだね。

パソコンＩ　先日の学力テストですが、

パソコンＫ　うむ。

パソコンＩ　本校は他の学園に比べてダントツ一位の成績をおさめました！今年もやりましたよ、校長！

パソコンＫ　そうか！

文芸部Ａ　この学園の生徒達は勉強も一番。

文芸部Ｂがめがねをかけて参考書を読みながら歩いている。

パソコンＩ　校長！彼女がこの学園一の秀才です。
文芸部Ｂ　（かわいく）秀才です。
パソコンＫ　君、その調子で頑張ってくれたまえ。先生も、頑張ってくださいよ。

三人　わーっはっは。
そこにランニングをしている運動部役がやってくる。
運動部役　村山ファイ、オー、ファイ、オー、ファイ、オー。
パソコンＫ　おお、今日もやっているかね。

運動部役　校長先生！こんちにわー。

パソコンＫ　昨日の試合も勝ったようだね。

運動部役　はいっ。これで大会５連覇です。

パソコンＫ　よしよし。これで我が学園がまた一番になったな。

全員　わーっはっは。

文芸部Ａ　この学園の運動部はたくさんあります。いつも大会で上位に輝いている花形です。

文芸部Ｂ　ある日、事件が起きました。

そこに保護者役がやってくる。
イラストＤ　この学校、何でも一番ですばらしいわ。うちの子もこの学園に入学させようかしら。

パソコンＫ　そうでしょう。歓迎しますよ。
イラストＤ　でも一つだけ、残念なことが。

パソコンＫ　残念？なんですか、それは！

イラストＤ　校長先生、どうしてこの学園はこんなに色がなくて殺風景なのでしょう。毎年春になっても桜は咲かない。花壇にも一つも花が咲いていないじゃないですか。

パソコンＫ　花？たかが花くらいいいでしょう。

イラストＤ　そうかしら。やっぱり学校には、花がなくちゃ。入学式に桜も咲かないなんて学校らしくありません。何でも一番ですばらしいですけど、環境面だけは残念ですわね。
落ち込む校長。保護者役去る。
パソコンＩ　校長、どうされましたか？

パソコンＫ　君、どうしてこの学園の花壇に花を植えないのだ。

パソコンＩ　花？何があったんですか。

パソコンＫ　花壇に花がないとだめなんですよ。桜が咲かないと、一番じゃなくなってしまうんです！ 

パソコンＩ　花壇なんて、見たこともありませんよ。どこにあるんです。

パソコンＫ　校庭の隅にあるんですよ。手入れを怠っているのではないですか？すぐに何とかしなさい！
パソコンＩ　はい！

文芸部Ｂ　いままで見向きもされなかった花壇。学校に花を咲かせるプロジェクトが始まりました。ですが･･･

パソコンＫ　花を咲かせるんです。日本一の花壇を作るんです。

生徒役１　だめです。また枯れちゃいました。
生徒役２　何度苗を植えても、育ちません。
生徒役３　校長先生、ごめんなさい！

そこに茶道部がやってくる。
文芸部Ｂ　何度植えても失敗ばかり。校長先生の苛立ちは募ります。
パソコンＫ　土が悪いのではないですか？水はちゃんとやっているんですか？
茶道部Ｌ　校長先生。
パソコンＫ　君は？

茶道部Ｌ　飲んでください。・・・イライラしたとき、落ち着くでしょう？茶道はそんな穏やかな時間をくれるんですよ。

パソコンＫ　茶道部？そんな部活があったのかね。

茶道部Ｌ　はい。私が茶道の芽を守っているんです。

文芸部Ａ　茶道部の出したお茶を飲んで、少し心が落ち着いた校長先生。ふと、気づくとどこからか歌声が聞こえます。

そこに合唱部がやってくる。歌を歌っている。

パソコンＫ　きれいな歌声だね。君たちは？

合唱部Ｈ　合唱部です。

パソコンＫ　こんなに素敵な歌をいままで聞いたことがなかったようだが。
合唱部Ｈ　毎日ここで歌っていましたよ。

合唱部Ｆ　私たち歌うのが好きなんです。時々でいいです。聞きにきてください。

合唱部Ｇ　私たち、いつも歌っています。今までも、これからも。

そこにイラスト部がやってくる。

パソコンＫ　いつも歌っていた？なぜだ。気づかなかった。
イラストＣ　校長先生、この絵を学園に飾ってもいいですか？

パソコンＫ　君は？

イラストＣ　イラスト部です。せっかく描いたので、飾ってもいいですか？

パソコンＫ　君、こんなにきれいに描けるなら、コンクールに出したらどうだね。一番を目指すのだ。

イラストＣ　私はいいです。一番になるために描いているんじゃないから。

パソコンＫ　どうしてだ。賞をとったら嬉しいだろう？

イラストＣ　自分のために描いているだけなんで。友達とか家族とか、みんなに良いと思ってもらえたら、それが私にとっての一番なんです。

パソコンＫ　君にとっての一番？

イラストＣ　先生、よかったらこれを校長室の前に飾ってもらえませんか。差し上げます。

パソコンＫ　ありがとう。

文芸部Ｂ　校長先生がもらった絵を改めて眺めると、なんとも言えない不思議な気持ちになりました。すると、校舎のほうから生徒の大きな笑い声が聞こえてきました。笑い声を頼りに教室に歩いていくと、男子生徒がいました。
パソコンＫ　君は何をしているんだね？
パソコンＪ　僕が作ったゲームをしています。
文芸部Ｂ　そこはパソコン部の部室でした。いつもの校長先生なら。

パソコンＫ「また遊んでる」

文芸部Ｂ　と怒るところでしたが、この日は違いました。
パソコンＫ　君達はなぜゲームを作っているんだね。
パソコンＪ　僕は将来ゲームクリエイターになりたいんです。
イラストＫ　君にも目標があるのか。
パソコンＪ　目標って言うか、僕が作ったゲームでみんなが楽しいって言ってくれると最高の気分ですね。

文芸部Ｂ　校長先生は、ゲームの画面を見てみました。
パソコンＫ　すごいじゃないか！まるで本物のゲームだ。
文芸部Ｂ　校長先生は正直驚きました。そこにはまるで売っているのと同じような、本格的なゲームの画面があったのです。知らず知らずのうちに、校長先生は生徒と一緒に笑っていました。
パソコンＫ　面白いもんだな。頑張って励みたまえよ。
文芸部Ｂ　校長先生は歩きながら、この日見たもの、聞いた声、味わった味を思い返しました。そして、顔を上げ、窓の外を見、思わず息を呑みました。
生徒役全員出る。

生徒たち　花だ！
文芸部Ｂ　校庭の桜のつぼみが始めて一つ開きました。
生徒たち　芽だ！
文芸部Ａ　花壇には、新緑の花の芽が、小さいけれど、確かにいくつも顔を出していたのです。
パソコンＩ　校長先生！
パソコンＫ　花が、花が咲いた！
文芸部Ａ　土は、ちゃんとそこにあるのです。
文芸部Ｂ　種もいつも蒔かれていたのです。
パソコンＫ　見えてなかった。
イラストＤ　目立たない隅っこにある小さな小さな花壇の中。
合唱部Ｆ　代々続く先輩たちが蒔いた種。
茶道部Ｌ　親の代から続く種。
合唱部Ｇ　私たちはそこに確かにいるんです。
文芸部Ｂ　小さい小さい種だけど、
生徒たち　咲く場所をください。
文芸部Ａ　私たちという花を
生徒たち　つまないでください。
パソコンＪ　はーい、カットー！

映画のクランクアップ。喜ぶ部員たち。
文芸部Ａ　お疲れ様！みんなありがとう。
イラストＤ　すごーい！夏目ちゃん天才！
文芸部Ａ　すごく単純な話になっちゃったけど。
合唱部Ｆ　そんなことない。楽しかった！

文芸部Ａ　うん。私も楽しかった！
パソコンＩ　あとの編集は、僕たちパソコン部に任せてください。
合唱部Ｇ　夏目さん、こないだ山口先生ともめてたでしょ？コンクールはどうするんだ！って。大丈夫だった？
文芸部Ａ　いいの。今年はコンクールに出さない。今の私にはこっちの方が大事だから。
文芸部Ｂ　夏目先輩。やっぱり先輩はすごいです。
文芸部Ａ　みすゞちゃん。
文芸部Ｂ　先輩、一つ聞いてもいいですか？どうして、運動部に文化部が馬鹿にされるシーンをカットしたんですか？
イラストＣ　あ、それ私も気になった！
文芸部Ａ　うん。なんかさ、別に運動部と文化部って、敵なわけじゃないのかなって思ってさ。いいんだよ。運動部は運動部っていう花があって、私たちは私たちの花で、きっと。お互い一生懸命頑張ってるんだから。

文芸部Ｂ　だからカットしたんですね。
文芸部Ａ　ごめんね、勝手に。
合唱部Ｇ　あのさ、文化祭プログラムの原稿依頼がきたんだけど、これでいいかな？（紙を見せる）
生徒たち　おお！
文芸部Ａ　いいの？
合唱部Ｆ　うん。もう合唱部だけの舞台じゃないもん。
イラストＥ　なんて書いたんですか？
文芸部Ａ　タイトル『花咲く庭を』出演は『文化部』！
パソコンＩ　『文化部』かあ。まんまだね。
イラストＤ　でもいいじゃん。今日から私たちはみんな『文化部』の部員ね。
パソコンＪ　おい。（パソコンＫに）
パソコンＫ　えー、君達、部活はどこに入っているのかね。

全員　『文化部』です。

〔第九場〕エピローグ
中央サスに文芸部Ａ、上手サスに面接官。

面接官　そうですか。中学校生活で、打ち込めるものがあったのですね。
文芸部Ａ　はい。最後の年はコンクールには出さなかったのですが、代わりにはじめて「仲間」を作ることができました。
面接官　わかりました。面接は以上です。
文芸部Ａ　ありがとうございました。
面接官　ちなみに、それぞれの部は残せるようになったのですか。
文芸部Ａ　部活が守れたかどうか、来年のことはまだわかりません。でも、きっと。
面接官　きっと？
文芸部Ａ　学校の中に「種」は残せたのかなって思います。
音楽。音楽高なる中、幕。
花咲く庭を
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